
　「思考スキル」は、問題に取り組むことを通じて、みなさんに身につけてほしい力を表したもので

す。思考スキルは、特定の問題に限らず、さまざまな場面で活用することができる大切な力です。

問題につまずいたときには、思考スキルに着目してみましょう。どのような切り口で問題と向き合

えばよいのか、どのように考え進めればよいのか、…など、手がかりをとらえるのに役立ちます。

問題に取り組むとき、活用してみましょう。

○情
じょう

報
ほう

を獲
かく

得
とく

する
　・�問題文から情報や問題の条件を正しくとら

える
　・�図やグラフなどから情報を正しくとらえる

○再現する
　・計算を正しく行う
　・問題の指示通りの操

そう

作
さ

を正しく行う

○調べる
　・�方針を立て、考えられる場合をもれや重複

なく全て探し出す
　・書き出すことを通じて、法則を発見する

○順序立てて変化をとらえる
　・変化する状

じょう

況
きょう

を時系列で明らかにする
　・�複雑な状況を要素ごとに筋

すじ

道
みち

立てて明らか
にする

　・�前問が後に続く問いの手がかりとなってい
ることを見ぬく

○特
とく

徴
ちょう

的
てき

な部分に注目する
　・等しい部分に注目する
　・変化しないものに注目する
　・�際立った部分（計算式の数、素数、約数、

平方数、…など）に注目する
　・和、差や倍数関係に注目する
　・対

たい

称
しょう

性
せい

に注目する
　・規則や周期に注目する

○一般化する
　・�具体的な事例から、他の状況にもあてはま

るような式を導き出す
　・�具体的な事例から、規則やきまりをとらえ

て活用する

○視
し

点
てん

を変える
　・図形を別の視点で見る
　・立体を平面的にとらえる
　・多角的な視点で対象をとらえる

○特定の状況を仮定する
　・�極

きょく

端
たん

な場合を想定して考える（もし全て○
○なら、もし○○がなければ、…など）

　・�不足を補
おぎな

ったり、余分を切りはなしたりし
て全体をとらえる

　・�複数のものが移動するとき、特定のものだ
けを移動させて状況をとらえる

　・�具体的な数をあてはめて考える
　・�解答の範

はん

囲
い

や大きさの見当をつける

思考スキル



○知識
　・�情報を手がかりとして、持っている知識を

想起する
　・�想起した知識を正しく運用する

○理由
　・�筆者の意見や判断の根

こん

拠
きょ

を示す
　・�ある出来事の原因、結果となることを示す
　・�現象の背

はい

後
ご

にあることを明らかにする

○置
ち

換
かん

　・�問いを別の形で言い表す
　・�問題の状

じょう

況
きょう

を図表などに表す
　・�未知のものを自分が知っている形で表す
　・�具体的な数と比を自由に行き来する

○比
ひ

較
かく

　・�多角的な視
し

点
てん

で複数のことがらを比べる
　・複数のことがらの共通点を見つけ出す
　・複数のことがらの差

さ

異
い

を明確にする

○分類
　・�個々の要素によって、特定のまとまりに分

ける
　・�共通点、相

そう

違
い

点
てん

に着目して、情報を切り分
けていく

○具体化
　・�文章から筆者の挙げる例、特定の状況や心

情を取り出す
　・ある特

とく

徴
ちょう

を持つものを示す

○抽
ちゅう

象
しょう

化
か

　・�個々の事例から具体的な要素を除いて形式
化する

　・�個々の事例から共通する要素を取り出して
まとめる

○関係
　・�文章どうしのつながりをとらえる
　・�部分と全体のそれぞれが互

たが

いに与えあう影
えい

響
きょう

に目を向ける
　・�ある目的のための手

しゅ

段
だん

となることを見つけ
出す

○推
すい

論
ろん

　・�情報をもとに、先の変化を予測する
　・�文章から、筆者の考えを論理的に導

みちび

き出す

○類推
　・�情報を活用して、さらに別の情報を引き出

す
　・�個々の共通点から、特定の事象を導き出す
　・�要素間の意味をとらえ、情報を補

おぎな

う

思考スキル



小学5年  算数 ── 解答と解説

1
（1） （2） （3）

21 22 23

2

26 27 28

3

4

29 30 31

24 25

（配点）各 5 点×30　計150点

％ 度

本 時間 時速　　　　　　　　　　km

cm2

（1） （2） （3）

33 34 35

cm2 cm2度

（1） （2） （3）

5

6

（4） （5） （6）

32

円

（7）

（4） （5）

8

48 （完答）50（完答）49

番

（1） （2） （3）

39 4140

cm cm 度

（1） （2） （3）

36 3837

分速　　　　　　　　　　　km 周 秒後

（1） （2） （3）

42 4443

倍 倍 cm

（1） （2） （3）

7

45 4746

枚 枚 枚

（1） （2） （3）

255

27

255

6

25

135

110 105

21.98 40 75.36

0.4

4 12

5 305

38 153

（1.5） 36

616

1・6 2・4・6

112

9

300

2
11 3

15

算数─解答と解説
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【解　説】

2（1）� A1 再現する
（百

ひゃく

分
ぶん

率
りつ

）
1
4 ＝0.25＝25%

（2）� A1 再現する �
（台形の面積）

台形の面積は「（上底＋下底）×高さ÷2」で求められるので、

　（6＋16）×10÷2＝110（cm2）

（3）� B1 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する
（多角形の角度）

右の図のように正12角形を中心から各
かく

頂
ちょう

点
てん

に引いた直線で

12等分すると、二等辺三角形が12個できます。

二等辺三角形の中心部分の角度は、　360÷12＝30（度）

印の角度は、この角度の3.5倍なので、30×3.5＝105（度）

（4）� 再現するA2 知識
（正多角形の対角線の本数）

正ｎ角形の対角線の本数は「（ｎ－3）×ｎ÷2」で求められるので、

（18－3）×18÷2＝135（本）

（5）� A1 再現する
（速さ）

「時間＝道のり÷速さ」なので、　180÷45＝4（時間）

（6）� 再現するA2 知識
（平

へい

均
きん

の速さ）

行きは60÷15＝4（時間）、帰りは60÷10＝6（時間）かかったので、

　60×2÷（4＋6）＝（時速）12（km）

（7）� A2 情報を獲得する
（分配算）

A、B、Cの３人がもらう金
きん

額
がく

を線分図にすると

右のようになり、全体はAの1＋2＋6＝9（倍）

　2700÷9＝300（円）

A

B

C

D

C

B

A

2700円

算数─解答と解説



3 　（おうぎ形）

おうぎ形の弧
こ

の長さや面積を求めるときには、円周率（3.14）の計算が必要になります。3.14の

計算をまとめてやるという工夫をして計算間
ま

違
ちが

いを防
ふせ

ぐようにしましょう。（3）では、面積を求

めるために何を調べればよいかを考え、補
ほ

助
じょ

線
せん

が引けるかがポイントです。

（1）� A2 再現する
6×6×3.14× 70

360 ＝7×3.14＝21.98（cm
2）

（2）� B1 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する
半径９cmの円の円周の長さは、9×2×3.14（cm）
弧
円周 ＝

6.28��
9×2×� 3.14 ＝

1
9 　よって、中心角は、　360×

1
9 ＝40（度）

（3）� B1 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する
おうぎ形の面積を求めるために、まず半径の長さを調べます。

おうぎ形の中心から、中の円の中心までの線の長さは、

右の図のような正三角形を２等分した三角形を利用して、

　4×2＝8（cm）

ここから、おうぎ形の半径は、　8＋4＝12（cm）

よって、おうぎ形の面積は、

　12×12×3.14× 60
360 ＝24×3.14＝75.36（cm

2）

4 　（速さ）

速さを比べる方法は「同じ時間で移
い

動
どう

する距
きょ

離
り

を比
くら

べる方法」と「同じ距離を移動する時間を比べ

る方法」があります。一般的に速さと呼ばれる時速や分速は前者で、オリンピックの100m走な

どの競
きょう

技
ぎ

は後者です。また、この問題のように周回路で競技を行うときには、距離に違
ちが

いが出

ることもあります。

（1）� B1 情報を獲得する 再現する
Dが4.8kmのコースを１周するのに１分36秒（＝1.6分）かかっているので、

　4.8÷1.6＝3　→　分速3km

（2）� B1 情報を獲得する 調べる
60÷1.6＝37あまり0.8　より、

スタートしてから60分後に１位のDは37周を終えて38周目の途
と

中
ちゅう

です。

その周を走り切ってスタート地点を通過したところでレース終
しゅう

了
りょう

となるので、

周回数は、38周です。

（3）� B2 調べる 特定の状況を仮定する
３位のAはコースを１周するのに１分39秒かかるので、１位のDより１周あたり

　１分39秒－１分36秒＝3（秒）　ずつ遅
おそ

くなります。

30°

4cm

4cm

8cm

算数─解答と解説



もし、AがDと同じ周回数を回ったとすると、スタート地点を通過するのはDがレース終

了した、

　3×38＝114（秒後）→１分54秒後

しかし、Aは１分39秒で１周するので、実
じっ

際
さい

にスタート地点を通過するのは、Dがレース

終了した、

　１分54秒－１分39秒＝15（秒後）です。

つまり、Aのレース終了は周回数がDより１周少ない

37周で、スタート地点を通過するのはDがレース終了

した15秒後です。

5  （三角形の角度）

二等辺三角形や正三角形の特
とく

徴
ちょう

を利用して同じ長さや

角度をみつけて行きましょう。特に、直角二等辺三角

形と、正三角形を二等分した直角三角形は出題率が高

いです。また、補助線などを記入して、整理すること

も必要です。

（1）� B1 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する
三角形ABCは辺BCを１辺とする正三

角形を二等分した直角三角形なので、

ACの長さは、

10÷2＝5（cm）

（2）� B1 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する
三角形ACDは直角二等辺三角形なので、ADの長さはACと等しく、5cmです。

（3）� 置換B2 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する
右の図のように直線AEを引くと、三角形AECは

AC＝CE＝5cmで、角ACEが60度なので、正三角形

であることがわかります。

次に、三角形ADEはAD=AE＝5cmの

二等辺三角形であることがわかりま

す。

三角形ADEで角DAEは30度なので、

角ADEは、　（180－30）÷2＝75（度）

よって、ｘの大きさは、

　75－45＝30（度）

角の大きさや辺の長さが等し
い部分に注目しよう。「見な
れた図形」が見えてくるよ。

15°
45°

45°
x

30°

A

B C

D

E

問題の情報を正しく
読み取ろう。

15°
45°

45°

60°

x

30°

30°

A

B C

D

E

算数─解答と解説



6 　（相当算）

相当算では、与
あた

えられた割
わり

合
あい

と、それ以外の量の割合の両方を意識することが大切です。この

問題では、水面の上に出ている部分が棒Aの長さの 1
3 ということは、水面下の水の深さは棒A

の長さの 2
3 ということです。

（1）� B1 情報を獲得する 置換
水の深さは棒Aの長さの1－ 1

3 ＝
2
3 なので、水の深さをもとにしたときの棒Aの長さは、

　1÷ 2
3 ＝1

1
2（倍）

（2）� B1 視点を変える 置換
（1）と同様に、水の深さをもとにしたとき、

　棒Bの長さは、　1÷（1－ 3
5 ）＝2

1
2（倍）

　棒Cの長さは、　1÷（1－ 1
4 ）＝1

1
3（倍）

よって、　1 12 ＋2
1
2 ＋1

1
3 ＝5

1
3（倍）

（3）� B1 順序立てて変化をとらえる 再現する
３本の棒の長さの和が128cmなので、水の深さは、　128÷5 13 ＝24（cm）

よって、棒Aの長さは、　24×1 12 ＝36（cm）

7 　（差に注目する問題）

２つの袋
ふくろ

でコインをやりとりする場合、一方が減
へ

り、もう一方が増えるので、２つの袋の差の

変化はやりとりした数の２倍になります。この点と２つの袋のコインの枚数の大小関係に注意

しながら、それぞれの持つ枚数を線分図にすることで、３つの袋のコインの枚数の大小関係が

整理できます。

（1）� B1 情報を獲得する
BからAにコインを８枚

まい

移
うつ

すとAとBのコインが等しくなるので、

AとBのコインの枚数の差は、　8×2＝16（枚）

（2）� B2 情報を獲得する 特徴的な部分に注目する
BからCにコインを５枚移すとBとCのコインが等しくなるので、

BとCのコインの枚数の差は、　5×2＝10（枚）

ここで、A＜B、B＞Cなので、

A、B、Cのコインを線分図で整理すると右のようにな

ります。

よって、AとCのコインの枚数の差は、　16－10＝6（枚）

Ａ

Ｂ

C

16枚
10枚

どこを「もと」にするか、
ハッキリさせることが
大切だよ。

算数─解答と解説



（3）� B2 順序立てて変化をとらえる 特徴的な部分に注目する
AからCにコインを８枚移すとき、AとCの差は、

　6＋8×2＝22（枚）

ここでCはAの２倍になるので、差はAと等しくなります。

よって、もとのAのコインの枚数は、　22＋8＝30（枚）

　Bのコインの枚数は、　30＋16＝46（枚）

　Cのコインの枚数は、　30＋6＝36（枚）

３つの袋の合計は、　30＋46＋36＝112（枚）

8 　（条
じょう

件
けん

整
せい

理
り

）

まず、１人ずつすわる場所を確
かく

認
にん

しながら進めていきます。（2）では空席の数より、さいころの

出た目が多いときは、２周目に入ることに気づきましょう。（3）では「最後にＪが４番にすわり

ました」という言葉を「ひとつ前のＩは４番にすわらなかった」と読みかえるのがポイントです。

（1）� B1 情報を獲得する 再現する
順にさいころの目とすわった席を整理します。

　A　「３」　→　３番の席

　B　「４」　→　５番の席

　C　「４」　→　６番の席

　D　「２」　→　２番の席

　Eは「５」を出したので、①、④、⑦、⑧、⑨

となるので、すわった席は９番です。

（2）� B1 調べる 特定の状況を仮定する
次にFが１番の席にすわる場合を考えます。

　・「１」を出したとき

　・それ以外のとき…空席が５席なので５をこえると

　　　　　　　　　　１番の席にもどります

よって、Fが出した目は1か6です。

Ａ

C

8枚

8枚

6枚

①
D

A

④

⑨

⑧

B

⑩

⑦
C

①
D

A

④

E

⑧

B

⑩

⑦
C

F
D

A

④

E

⑧

B

⑩

⑦
C

①
D

A

④

⑨

⑧

B

⑩

⑦
C

①
D

A

④

E

⑧

B

⑩

⑦
C

F
D

A

④

E

⑧

B

⑩

⑦
C

図を活用して、コイン
の移動のようすを正し
くとらえよう。

算数─解答と解説



（3）� 特定の状況を仮定するB2 調べる 順序立てて変化をとらえる
右の図はFまでがすわった様子です。

１～３番の席にはすでに人がすわっているので、次にさい

ころをふった人は４番の席から数え始めることになります。

そして、最後のＪが４番の席にすわったということは、ひ

とつ前のＩのときには４番ともうひとつ、７番か８番か10

番のいずれかの席が空いていました。そこでＩがすわった

席を仮
かり

にⓍとします。

Ｉが出したさいころの目とすわる席の関係は次の通り。

よって、Ｉの出した目は、２か４か６です。

①
D

A

④

⑨

⑧

B

⑩

⑦
C

①
D

A

④

E

⑧

B

⑩

⑦
C

F
D

A

④

E

⑧

B

⑩

⑦
C

さいころの目 1 2 3 4 5 6
すわる席 ④ Ⓧ ④ Ⓧ ④ Ⓧ

問題のルールを正しく
理解しよう。

算数─解答と解説



小学5年  理科  ── 解答と解説

1

□1　各3点×8＝24点
□2　各3点×8＝24点
□3　（1）～（4）
　　各3点×4＝12点
　　他各4点×4＝16点
□4　各4点×6＝24点

計100点

（配点）

2

（1） （3）（2） （4）

21 22 23 24

座

（1） （3）（2） （4）

37 38 39 40

（4） （5）

34 （完答）35

（6）

36

（3）

31 32 33

（1） （2）

29 30

3

（5）

41 42

（7）（6）

43

キロルクス 時間g
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【解　説】

1　星と星座の観察についての問題

（1） A1 知識

　図１にえがかれている、砂時計のような形に星がならんだ星座はオリオン座です。

（2） A2 知識 比較

　オリオン座は冬の代表的な星座で、冬至の日に近い12月15日ごろの真夜中０時に南中して見え

ます。

（3） A2 知識 理由

　地球が自転することによって、太陽や夜空に見られる星は動いているように観察されます。地

球の北半球に位置する日本では、東の空に見られた星は南の空を横切るように動き、やがて西の

地平線へとしずむように見えます。したがって、真夜中の０時から２時間経過した午前２時には、

真南の位置から少し西に移動したＢの位置にオリオン座が見えます。

（4） A2 知識 理由

　地球は24時間で１回自転しているため、１時間あたりに15度ずつ星が動いて見えますが、365

日で太陽のまわりを１周する地球の公転によって、星の位置は１日におよそ１度ずつずれていき、

１か月（＝30日）では30度東から西へと動いて見えます。これらのことから、２か月後で60度西に

ずれてしまうオリオン座を南中の位置に見るためには、60÷15＝４（時間）だけ前の午後８時に見

ればよいことになります。

（5） A1 知識

　オリオン座の左上にあって赤色に見える１等星はベテルギウスです。また、右下にあって青白

く見える１等星はリゲルです。

（6） B1 比較 置換

　星の明るさはもともと、肉眼で見えるぎりぎりの星を６等星、最も明るく見える星を１等星と

して、１等星は６等星の100倍明るいものと決めました。したがって、６等星の2.5倍明るい５等

星と６等星の100倍明るい１等星をくらべると、１等星は５等星よりも、100÷2.5＝40（倍）明る

くなっていることがわかります。

（7） B2 理由 知識 具体化

　ベテルギウスやリゲルなどのように自ら光を出している恒星は、その表面の温度によってそれ

ぞれちがった色に見えます。

2　もののあたたまり方についての問題

（1） B1 理由 比較

　おがくずは水にとけることがなく、また水より軽くて水中にただよった状態になるため、水の

季節ごとの代表的な星座を覚え
ておくと、夜空を見上げたとき
に知っている星座を見つけられ
るかもしれませんよ
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動きに合わせてその動きを観察することができます。食塩や赤インクを用いると、水にとけてし

まって水が動いているように見えません。また、砂場にある砂は重いので水にしずんだままとな

り、水の動きの観察には適しません。

（2） A1 知識

　あたためられた液体や気体が動いて、全体へと熱が伝わっていく現象を対
たい

流
りゅう

とよんでいます。

（3） A2 知識 理由

　アルコールランプの炎によってあたためられた水はぼう張して体積が大きくなります。すると、

まわりの水よりも同じ体積あたりの重さが軽くなって上へと移動し始めます。

（4） A2 知識 比較

　あたためられた水が上へと移動しますが、水面にまで達すると行き場がなくなってまわりに分

かれていきます。あたためられた水のあった所にはすき間ができ、そこに吸い込まれるようにま

わりから水が集まってきます。これをくりかえすことで、アのようなうずができていきます。

（5） A2 知識 分類

　暖ぼうから出る暖
だん

気
き

（暖かい空気）や高い温度のお湯も、まわりよりも軽くて上に集まる性質が

あるので、イとエが答えとなります。スプーンを持つ手の熱が伝
でん

導
どう

してアイスクリームをとかし

ながら食べるウや、太陽からの放
ほう

射
しゃ

熱によってあたたまるアは、対流によって熱が伝わる現象と

はことなります。

（6） B1 理由 比較

　図２のように、試験管に入れた水の上部をあたためると、あたためられた水は上へ移動して、

エのように上部だけの小さなうずしかできないため、熱が試験管の底の方まで伝わりにくくなっ

てしまいます。試験管の水をあたためるときは、底の方に炎があたるようにして、イのようなう

ずができるようにすると早く水をあたためることができます。

3　植物の成長と養分についての問題

（1） A1 知識

　光のエネルギーを利用して、二酸化炭素と水からデンプンと酸素をつくるはたらきを光合成と

よんでいます。

（2） A1 知識

　光合成は、葉やくきの中にふくまれる葉
よう

緑
りょく

体
たい

という部分で行われます。葉緑体には葉緑素とい

う緑色の色素をふくんでいるため、緑色に見えます。

（3） A1 知識

　主に葉の中にある葉緑体でつくられたデンプンは、水にとける糖
とう

に変えられた後に、オの部分

にあたる師
し

管
かん

という管を通って全身に運ばれていきます。

（4） A2 知識 比較

理科─解答と解説



　黄かっ色（うすい茶色）をしたヨウ素液をデンプンのある場所につけると、色が変化して青むら

さき色になります。このようなヨウ素液の性質を利用して、葉の中にデンプンがあることを確認

することができます。

（5） B1 抽象化 比較

　グラフを見ると、植物Ｘが合成するデンプンの量は、光の強さが１キロルクス増えるごとに１

gずつ増えていますが、４キロルクス以上に明るくなっても合成されるデンプン量は増えなくな

っています。一方、植物Ｙは15キロルクスまで合成されるデンプン量が増え続けているため、光

の強さが６キロルクスより強くなると、植物Ｘより植物Ｙの方が１時間あたりに合成するデンプ

ン量が多くなっていることがわかります。

（6） B1 抽象化 置換

　植物Ｘが１時間に合成するデンプンの量は、光の強さが１キロルクス増えるごとに１gずつ増

えているので、３キロルクスでは３gになります。この光合成を12時間行うと、3×12＝36（g）の

デンプンを合成しますが、植物Ｘは１時間あたりに１gのデンプンを使ってしまうため、１日で1

×24＝24（g）のデンプンがなくなります。したがって、植物Ｘの中にあるデンプンは１日で36－

24＝12（g）増えたことになります。

（7） B1 抽象化 置換

　植物Ｙは１日で、3×24＝72（g）のデンプンを使うので、光合成によってこの量以上のデンプン

を合成しないとこの植物はかれてしまいます。グラフより、植物Ｙに12キロルクスの光をあてる

と１時間あたり８gのデンプンが合成されるので、72÷8＝9（時間）以上光にあてればよいとわか

ります。

（8） B1 抽象化 置換

　植物Ｘがかれないためには、１日に24g以上のデンプンを合成しなければならず、12時間光を

あてるとすると、１時間あたりに２g合成できる光の強さである２キロルクスの光が必要になる

とわかります。同様に植物Ｙがかれないためには１日に72g以上のデンプンを合成しなければな

らず、12時間光をあてるとすると、１時間あたりに６g合成できる光の強さである９キロルクス

の光が必要になるとわかります。これらのことから、植物Ｙはかれてしまうが植物Ｘはかれるこ

とがない光の量は、２キロルクス以上9キロルクス未満になります。

4　月の満ち欠けについての問題

（1） B1 理由 比較

　月や星を観察して記録に残すときは、目印となりそうな景色をいっしょにえがきます。これは、

観察を続けたときに、月や星が動いたようすをわかりやすくするためです。

グラフの折れ曲がった部分などの特ちょう
的な部分の数値を書き出してみることで、
そのグラフの「きまり」が見えてきます
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（2） B1 抽象化 理由

　地球が西から東に向かって自転すると、太陽や星だけでなく月も東→南→西と見える方角を変

えていきます。図にえがかれた月は、南中したときにはちょうど右半分が明るくなった半月（こ

れを上げんの月とよんでいます）の形をしていますが、現在は南中が終わって西に少しかたむい

たようすがえがかれていますから、１時間後にはもっと西にかたむくＤの方向に移動していると

考えられます。

（3） A2 知識 理由

　地球が１日に360度自転しているため、地球から見える天体は１時間あたりに、360÷24＝15

（度）ずつ動いているように見えます。

（4） B1 抽象化 理由

　右の図のＡの位置に月があると、地球から見える月

面の右側半分だけに太陽光線が当たっているので、ス

ケッチした図のような右半分が明るい半月が見られま

す。このとき、南中した月に対して右の方角から太陽

の光があたっていることになるので、上げんの月は夕

方の午後６時ごろに南中するとわかります。したがっ

て、それよりも45度ほど西にかたむいて見えるのは、

45÷15＝3（時間後）にあたる午後９時ごろになります。

（5） B1 抽象化 理由

　月が地球のまわりを公転すると、地球から見た明るい月面の形が変化して、月の満ち欠けが起

こります。月は27.3日で地球のまわりを１周公転しますが、その間に地球も太陽のまわりを27.3

度ほど公転してしまうため、それに月が追いついて再び太陽・地球・月の位置関係が同じになる

までにはさらに2.2日ほどかかり、月はおよそ29.5日を１周期として、新月→上げんの月→満月→

下げんの月→新月の順に形を変えて見えることになります。図のように上げんの月が見えてから

10日後は、満月と下げんの月（南中したときに左半分が明るい半月）の間の月になるので、月面の

右はしがわずかに欠けたエのような形の月が見られることになります。

（6） B1 抽象化 理由

　満月は真夜中の０時ごろ南中し、下げんの月は朝６時ごろ南中するため、満月と下げんの月の

間のような形をしたエの月は午前３時ごろ南中するとわかります。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限にしたがっていない場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合��…－１点
・�文章表現の不備がある場合��…－１点

月

地球 太
陽
の
光

Ａ
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【解　説】
1　九州地方についての問題

問１　 A1 知識
　クリークは低

てい

湿
しつ

な平野の耕
こう

地
ち

の周囲に設
もう

けられた灌
かん

漑
がい

・排
はい

水
すい

のための水路で、かつては筑
つく

紫
し

平
野などでよく見られました。現

げん

在
ざい

でも一部が観光用に使用されています。
問２　 A1 知識
　与

よ

那
な

国
ぐに

島は東
とう

経
けい

122度56分にある日本最
さい

西
せい

端
たん

の島で、台
たい

湾
わん

まで約110kmほどのところにありま
す。
問３　 A2 知識 比較
　沖縄県は、日本で最も南に位置し亜熱帯気候の気候区分に属する県です。その気候を活かして
サトウキビやパイナップルなど他の県とはひと味違う農産物が栽培されています。
　沖縄島は島のため川の長さが短く、降

ふ

った雨はすぐに海に流出してしまい貯水することが難
むずか

し
く、また地

じ

盤
ばん

が石
せっ

灰
かい

岩
がん

で水がしみ込
こ

みやすいこともあって、降
こう

水
すい

量
りょう

が多くても水不足になりやす
くなっています。そのため断

だん

水
すい

や給水制
せい

限
げん

に備
そな

えて給水タンクを屋根上に設
せっ

置
ち

する家庭も多く見
られます。沖縄は第二次世界大戦でアメリカ軍が上陸して戦争の現場となり、1972年までアメリ
カに統治されていました。その影響で現在もアメリカ軍の基地が集中しています。またお盆の時
期に「エイサー」と呼ばれる伝統芸能が行われます。オの「よさこい」は夜さり来い（夜にいら
っしゃい）という古語が変化した言葉で、鳴子（なるこ）と呼ばれる音を出す道具を両手に持っ
て踊る高知県のお祭りのことです。
問４　 A1 知識
　屋

や

久
く

島
しま

では標高500m以上の山地に自生する、屋久すぎと呼ばれるすぎなど豊
ほう

富
ふ

な植生が見られ
世界自然遺

い

産
さん

に登録されています。屋久すぎの中で最大級のものには縄文すぎという名前がつけ
られています。
問５　 A2 知識 分類
　イの首

しゅ

里
り

城
じょう

正
せい

殿
でん

、ウの今
な

帰
き

仁
じん

城
じょう

跡
し

、エの守
しゅ

礼
れい

門
もん

は「琉
りゅう

球
きゅう

王国のグスク及
およ

び関連遺
い

産
さん

群
ぐん

」として
世界遺産に登録されています。アは竹

たけ

富
とみ

島の重
じゅう

要
よう

伝
でん

統
とう

的
てき

建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

群
ぐん

保
ほ

存
ぞん

地
ち

区
く

に指定されている伝統
的民家です。
問６　 A2 知識 置換
　熊本県西部の天

あま

草
くさ

諸
しょ

島
とう

は、上島下島を中心とする大小120余
あま

りの島々からなり九州本土とは天
草五橋によって結ばれています。アは長崎県の五島列島、ウは鹿児島県の甑

こしき

島
しま

列島、エは大
おお

隅
すみ

諸
島です。
問７　 A2 知識 理由 比較
　八

や

幡
はた

製
せい

鉄
てつ

所
じょ

とともに発
はっ

展
てん

してきた北九州工業地帯は、東京や大阪といった大消費地から遠いこ
ともあり、近年は工業生

せい

産
さん

額
がく

が伸
の

び悩
なや

んでいます。八幡製鉄所は筑
ちく

豊
ほう

炭田が近くにあり石炭が得
やすかったこと、当時の鉄

てっ

鉱
こう

石
せき

の輸
ゆ

入
にゅう

先
さき

の中国に比
ひ

較
かく

的
てき

近かったこと、港
こう

湾
わん

に適
てき

した洞
どう

海
かい

湾があ
ったことなどから1901年に操

そう

業
ぎょう

を開始しました。掘込み港で知られる工業地域には、鹿島臨海工
業地域があります。
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問８　 A1 知識
　長崎県佐世保市で盛

さか

んな工業は造
ぞう

船
せん

業
ぎょう

です。造船業が盛んな都市は他に長崎市など、自動車工
業が盛んな都市には他に、大分県中

なか

津
つ

市や福岡県宮
みや

若
わか

市などがあります。陶磁器生産が盛んな都
市は佐賀県伊

い

万
ま

里
り

市や有田町などです。
問９　 A1 知識
　熊本県南西部にある水

みな

俣
また

市では、化学工場からの廃
はい

水
すい

中の有機水銀が魚
ぎょ

介
かい

類
るい

を汚
お

染
せん

し、その魚
介類を食べた人に、手足のしびれや言語障

しょう

害
がい

などの症
しょう

状
じょう

が出る水俣病が発生しました。水俣病は
1956年に公式に発見され、現在でも病気に苦しむ人々がいます。
問10　 A2 比較知識
　大分県には地熱を用いて発電を行う地熱発電所が、八

はっ

丁
ちょう

原
ばる

地熱発電所など大小合わせて17カ所
建
けん

設
せつ

されています。
問11　 A1 知識
　九州新

しん

幹
かん

線
せん

は博多駅と鹿児島中央駅を結んでいます。博多駅は福岡市博多区にあります。九州
新幹線と山

さん

陽
よう

新幹線を直通する列車は多数設
せっ

定
てい

されています。
問12　 A2 比較知識
　福岡空

くう

港
こう

と中国は北
ペ

京
キン

や上
シャン

海
ハイ

、武
ウー

漢
ハン

など８都市と結ばれています。韓
かん

国
こく

とはソウル、釜
プ

山
サン

など
５都市、台湾とは台

タイ

北
ペイ

と高
カオ

雄
シュン

の２都市、アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

とはハワイ州のホノルル（2019年11月運
行再開予定）など２都市と結ばれています。その他にベトナム、フィリピン、タイなどの国々と
の間に定期便が就

しゅう

航
こう

しています。
問13　 A2 置換知識
　キクは秋になり日が短くなると咲

さ

く性
せい

質
しつ

があるため、本州では９月頃
ころ

から夜温室内を電灯で照
らして花の咲く時期を遅

おく

らせ、１月～４月に出荷する農業が行われています。このようなキクの
栽
さい

培
ばい

方法を電照栽培といい、こうして栽培されたキクを電照菊
ぎく

と呼
よ

びます。都道府県別では愛知
県が最も盛んです。沖縄県では温

おん

暖
だん

な気候を生かしてキクの露
ろ

地
じ

栽培が行われています。アは洋
ラン類、イは葉たばこ、エはにがうりです。
問14　 A1 知識
　いぐさは畳

たたみ

表
おもて

をつくるために使われる工芸作物です。熊本県は全国のいぐさの約99％を生産し
ていて、その中心が八代平野です。いぐさは米の裏

うら

作
さく

として11月頃水田に植え付け、６月頃に刈
か

り取
と

ります。

2　中国四国地方についての問題

問１
（１） A1 知識
　中国地方には広島県広島市、岡山県岡山市の２つの政

せい

令
れい

指定都市があります。四国地方には政令
指定都市はありません。
（２） A2 置換知識
　北

ほく

緯
い

35度の緯
い

線
せん

は、島根・広島・岡山・兵庫・大阪・京都・滋賀・三重・愛知・静岡・千葉の各
府県を通っています。北緯30度の緯線は屋

や

久
く

島
しま

付近を、北緯40度の緯線は秋田県の八
はち

郎
ろう

潟
がた

干
かん

拓
たく

地
ち

な
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どを、北緯45度の緯線は北海道の稚
わっか

内
ない

付近などを通っています。
問２　 A1 知識
　山口県にある松

しょう

下
か

村
そん

塾
じゅく

は、「明治日本の産業革
かく

命
めい

遺
い

産
さん

－製
せい

鉄
てつ

・製
せい

鋼
こう

、造
ぞう

船
せん

、石炭産業」として同じ
山口県にある萩

はぎ

反
はん

射
しゃ

炉
ろ

、萩
はぎ

城
じょう

下
か

町
まち

などとともに世界遺産に登録されています。原
げん

爆
ばく

ドームと厳
いつく

島
しま

神
社は広島県、石

いわ

見
み

銀山遺
い

跡
せき

は島根県にあります。
問３　 A3 知識 類推置換
　図ｃから愛媛県と分かりますので、果実の割

わり

合
あい

が高いアを選びます。イは徳島県、ウは香川県、
エは高知県です。
問４
（１）　 A1 知識
　下線④の香川県は中国山地と四国山地が季節風を遮

さえぎ

り、年間通して晴れの日が多く温暖で降水量
が少ない瀬戸内の気候の区分に属します。アが南北の山地で季節風を遮

さえぎ

られるため降
こう

水
すい

量
りょう

が少ない
という特色を示す高松市の雨温図です。イは太平洋側の気候の特色を示す和歌山県潮

しおの

岬
みさき

、ウは南
なん

西
せい

諸
しょ

島
とう

の気候の特色を示す鹿児島県奄
あま

美
み

市名
な

瀬
ぜ

、エは日本海側の気候の特色を示す上
じょう

越
えつ

市髙田の雨温
図で、いずれも高松市に比

くら

べ降水量が多くなっています。
（２）　 B2 知識 置換理由
　地図１で示

しめ

された讃
さぬ

岐
き

平野には、（１）で選択したアの
高松市の雨温図から分かるように南北の山地で季節風を遮
られ降水量が少ないため、「辻堂池」・「船岡池」・「前池」・「住
蓮寺池」・「三郎池」・「市営池」などの多くの農業用水を確
保する為の「ため池」がみられます。現在では徳島県三

み

好
よし

市で吉
よし

野
の

川から引水し讃岐平野の灌
かん

漑
がい

などに利用される香
川用水も建設されています。
問５　 A1 知識
　阿

あ

波
わ

踊
おど

りは徳島市などで行われるまつりで、徳島県の旧
きゅう

国
こく

名
めい

が阿波だったことからこの名
めい

称
しょう

にな
っています。祇

ぎ

園
おん

祭
まつり

は京都市、くんちは長崎市などで九州北部、三社祭は東京浅草で行われる祭り
です。
問６　 B1 置換 抽象化
　人口密

みつ

度
ど

は人口÷面積で求められます。愛媛県の人口密度は136万÷5676で求めることができ計
算すると約240となりますので、200以上300未満の凡

はん

例
れい

に従
したが

って書き入れます。
問７　 A2 比較知識
　過

か

疎
そ

が進行すると人口が減
げん

少
しょう

し、社会生活を維
い

持
じ

することが困
こん

難
なん

になってきますので、労働力を
得ることができない地域に工場が進出してくることはありません。
問８　 A1 知識
　川が上流から運んできた砂

すな

などを堆
たい

積
せき

して、河
か

口
こう

付近に形成される地形が三角州です。広島市は
太田川が形成した三角州上に市

し

街
がい

地
ち

が広がっています。扇
せん

状
じょう

地
ち

は川が山地から平地に出るところに、
河
か

岸
がん

段
だん

丘
きゅう

は主として川の上中流部に、自然堤
てい

防
ぼう

は主として川の中下流部に形成される地形です。

解答を書き終えたら、必
ず読み返してみるニャ
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問９　 A2 比較知識
　太平洋側の気候の特色としては他に、冬は北西季節風が山脈によって遮られるため乾

かん

燥
そう

して晴れ
の日が多くなる、などがあります。イは北海道の気候、ウは日本海側の気候、エは中央高地の気候
の説明です。
問10　 A2 分類知識
　岡山県倉

くら

敷
しき

市と山口県周南市には石油化学コンビナートが見られます。倉敷市では水島地区に石
油化学コンビナートの他に製鉄所や自動車工場などがあり、重化学工業が発達しています。周南市
は徳

とく

山
やま

市や新南陽市などが合
がっ

併
ぺい

して成立した市で、新幹線の駅名は徳山です。広島県福山市には大
だい

規
き

模
ぼ

な製鉄所がありますが、石油化学コンビナートはありません。愛媛県今治市は良
りょう

質
しつ

な水に恵
めぐ

ま
れていることなどから、国内最大規模のタオル生産地となっています。
問11　 A2 関係知識
　高知県内で生産される和紙は、高知県の旧

きゅう

国名をつけた土
と

佐
さ

和紙として伝
でん

統
とう

的
てき

工芸品に指定され
ています。平安時代に書かれた書物にもその名前が出ています。岡山県の備

び

前
ぜん

市などでは備前焼が、
広島県の熊

くま

野
の

町では筆が伝統的工芸品として生産されています。香川県丸
まる

亀
がめ

市のうちわ生産は、愛
媛県からの竹、高知県からの紙、徳島県からののりと、生産に必要な原料を四国地方から得ること
ができたため発

はっ

展
てん

しました。
問12　 A2 関係知識
　広島県の養

よう

殖
しょく

によるかき類の収
しゅう

獲
かく

量
りょう

は2016年で全国の約60％を占
し

めていて、そのほとんどが広島
湾で生産されています。宇

う

和
わ

海
かい

沿
えん

岸
がん

は、リアス海岸のため湾の奥
おく

が波静かという特色を生かして真
しん

珠
じゅ

の養殖が盛んです。
問13　 A1 知識
　高知県では冬の暖

あたた

かい気候を利用した促
そく

成
せい

栽培が盛んで、なすの生産量が全国１位、ピーマンの
生産量が全国３位となっています。促成栽培は収穫の時期を早め野菜の少ない冬場に出荷するので、
競争相手が少なく高い値

ね

段
だん

で売れることになります。アはなす、イはオクラ、エは養殖まだいの都
道府県別生産量割合です。
問14　 A1 知識
　本州と四国の間には、東から兵庫県神戸市と徳島県鳴門市、岡山県倉

くら

敷
しき

市（児
こ

島
じま

）と香川県坂
さかいで

出市、
広島県尾

おの

道
みち

市と愛媛県今治市を結ぶ３つのルートがあり、尾道市と今治市を結ぶルートは瀬
せ

戸
と

内
うち

し
まなみ海道と名付けられています。神戸－鳴

なると

門ルートには大鳴門橋と明
あか

石
し

海
かい

峡
きょう

大橋が、尾道－今治
ルートには来

くる

島
しま

海峡大橋が建設されています。児島－坂出ルートにある瀬戸大橋は10本の橋の総称
で高速道路と鉄道の二層構造となっています。

3　近
きん

畿
き

地方に関する問題

　まず最初に図１～図６の府県を確
かく

定
てい

します。図１は三重県、図２は和歌山県、図３は兵庫県、図
４は大阪府、図５は京都府、図６は滋賀県です。
問１　 A2 置換知識
　鈴

すず

鹿
か

山
さん

脈
みゃく

は三重、滋賀県
けん

境
きょう

に延
の

びていて、両側の断
だん

層
そう

によって形成された山脈です。北側は関
せき

ヶ
が

原
はら

の低地をへだてて伊
い

吹
ぶき

山地につながっています。丹
たん

波
ば

高地は中国山地の東
とう

端
たん

部
ぶ

のことで主として
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兵庫県、京都府などに広がっています。六
ろっ

甲
こう

山地は大阪湾の北岸に、紀
き

伊
い

山地は紀伊半島に広がる
山地です。
問２　 A2 知識 置換
　ｂの神社は伊

い

勢
せ

市にある伊勢神宮です。創
そう

建
けん

以来約2000年の日本で有数の歴史を持つ神社ですが、
世界遺産には登録されていません。
問３　 A2 知識 置換 分類
　人工の三大美林とは、天竜のすぎ、吉野のすぎ、尾

お

鷲
わせ

のひのきのことで、ｃの地
ち

域
いき

は尾鷲市周辺
ですのでひのきとなります。
問４　 A2 知識 置換 比較
　金

こん

剛
ごう

峯
ぶ

寺
じ

は熊
くま

野
の

那
な

智
ち

大
たい

社
しゃ

とともに「紀伊山地の霊
れい

場
じょう

と参
さん

詣
けい

道
みち

」として世界遺産に登録されていま
すが、和歌山県北部にあり熊野那智大社とは約70kmほど離

はな

れています。延
えん

暦
りゃく

寺
じ

と上
かみ

賀
が

茂
も

神社は「古
都京都の文

ぶん

化
か

財
ざい

」として世界遺産に登録されていて、延暦寺は大
おお

津
つ

市と京都市にまたがって、上賀
茂神社は京都市にそれぞれあります。
問５　 A3 知識 置換 分類
　和歌山県は果実の生産が盛んで、他にうめが全国の約65％を占め第１位、キウイフルーツが全国
の約15％を占め第３位の生産量となっています。　
問６　 A2 知識 理由 比較
　吉野すぎは紀ノ川を、尾鷲ひのきは主に熊野川を利用してそれぞれ河

か

口
こう

の和歌山市、新宮市まで
運
うん

搬
ぱん

して加工していました。そのため製
せい

材
ざい

業
ぎょう

が発達しました。近年ではトラックなどを利用してい
ます。
問７　 A2 知識 置換
　兵庫県の県

けん

庁
ちょう

所
しょ

在
ざい

地
ち

の神戸市は2019年で人口約152万人の都市です。アは丹
たん

波
ば

篠
ささ

山
やま

市、ウは姫
ひめ

路
じ

市、
エは豊

とよ

岡
おか

市です。
問８　 B1 知識 類推置換
　日本は1886年に兵庫県明石市などを通るｅの東

とう

経
けい

135度の経
けい

線
せん

を標
ひょう

準
じゅん

時
じ

子午線として定め、1888
年に実

じっ

施
し

しました。東経135度の経線上で太陽が南中した時
じ

刻
こく

が正午となります。日本の領
りょう

土
ど

はおお
よそ東経122度から東経153度の間にありますので、東端と西端の間の時差は正しくは２時間あるこ
とになりますが、全国は標準時で統

とう

一
いつ

されています。
問９　 A1 知識
　兵庫県は岡山県、鳥取県、京都府、大阪府の４府県と陸上で接

せっ

しています。
問10　 A2 知識 置換 理由
　阪

はん

神
しん

工業地帯は、第二次世界大戦前は日本一の工業地帯でしたが、戦後東京への一極集中が進ん
だこともありその地位は低下しました。2015年の製

せい

造
ぞう

品
ひん

出
しゅっ

荷
か

額
がく

は約32兆3500億円で瀬戸内工業地域、
関東内陸工業地域とほぼ同規模の工業地帯となっています。現在最も製造品出荷額が多い中京工業
地帯は、57兆1200億円となっています。
問11　 A2 知識 比較
　大阪府内の百

も ず

舌鳥・古
ふる

市
いち

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

が世界遺産に登録されています。大阪府の面積は約1905㎢で香川
県に次ぐ小ささとなっています。府

ふ

庁
ちょう

所
しょ

在
ざい

地
ち

の大阪市内を流れる淀
よど

川は琵
び

琶
わ

湖
こ

を水
すい

源
げん

のひとつとし
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ていて、府内の生活・工業用水として利用されています。府内の政
せい

令
れい

指定都市は大阪市と堺
さかい

市の２
市です。
問12　 A1 知識
　関

かん

西
さい

国
こく

際
さい

空
くう

港
こう

は泉
いずみ

佐
さ

野
の

市の沖
おき

合
あい

を埋
う

め立
た

てて1994年に建設された空港で、海上にあるため24時間
の離

り

着
ちゃく

陸
りく

が可
か

能
のう

となっています。
問13　 A2 置換知識
　若

わか

狭
さ

湾は福井県の越
えち

前
ぜん

岬
みさき

から京都府の経
きょう

ヶ
が

岬
みさき

の間にある湾で、リアス海岸となっています。沿岸
には原子力発電所が複数建設されています。土

と

佐
さ

湾は高知県の足
あし

摺
ずり

岬と室
むろ

戸
と

岬
ざき

の間、三
み

河
かわ

湾は愛知
県の渥

あつ

美
み

半島と知多半島の間、駿
するが

河湾は静岡県の伊豆半島と御
お

前
まえ

崎
ざき

の間にある湾です。
問14　 A2 知識 比較
　京都市内の中心部には平安京以来の碁

ご

盤
ばん

目状の街
がい

路
ろ

網
もう

が見られます。市内では清水焼、京焼とい
った焼物、西陣織などの織物、京友禅などの伝統的工芸品の生産が見られます。イは大阪市、オは
岡山市・水戸市・金沢市のことです。
問15　 A3 知識 置換 分類
　図６の滋賀県は海に面していないため漁

ぎょ

獲
かく

されている魚種は淡
たん

水
すい

魚
ぎょ

となります。ａのあゆ以下、
ｂはふな、ｃははぜ類、ｄはわかさぎです。
問16　 A2 知識 理由
　1995年１月17日に起きた阪神・淡

あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

により、山陽新幹線は８カ所の高
こう

架
か

橋
きょう

が落下するなど
大きな被

ひ

害
がい

を受け、80日間姫路と新大阪の間が不通となりました。その関係で1994年度の旅客数は
減少しています。
問17　 A2 知識 分類
　近畿地方は大阪府、京都府、三重県、滋賀県、和歌山県、兵庫県、奈良県の２府５県からなる地
方です。面積では日本全体の約９％ですが、人口では約18％を占めています。図に含

ふく

まれていない
奈良県の県庁所在地は奈良市です。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限に従っていない場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合…－１点
・�文章・文末表現の不備がある場合…－１点
・2問４（２）
　�「降水量」という語句が使用されていない場合…不正解
　＊�（１）が不正解の場合、（２）は記述内容の如何に関わ

らず不正解となります。
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【
解　

説
】

　
�　

い
と
う
み
く
「
空
へ
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。
父
を
亡な

く
し
、
母
は
仕

事
で
家
に
お
ら
ず
、
妹
の
陽ひ

菜な

と
二
人
き
り
で
あ
る
と
い
う
主
人
公
の
陽よ
う

介す
け

の
置
か
れ
た
状じ
ょ
う

況き
ょ
う

を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
で
す
。
そ
の
う

え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
お
け
る
陽
介
の
心
情
に
注
意
し
な
が
ら
読
み

進
め
ま
し
ょ
う
。

問
一　

Ｂ
１
具
体
化
比
較

　
　

━
線
①
の
直
前
に
「
あ
っ
ち
ゃ
ん
の
『
大
変
だ
な
』
に
は
、
そ
ん

な
意
味
な
ん
か
な
い
こ
と
く
ら
い
、
オ
レ
に
だ
っ
て
わ
か
っ
て
る
」
と

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
の
「
そ
ん
な
意
味
」
が
指
す
の
は
、
さ
ら
に
そ
の

前
の
「
あ
っ
ち
ゃ
ん
が
、
な
に
に
対
し
て
大
変
と
言
っ
た
の
か
は
わ
か

ら
な
い
。
三
か
月
前
に
と
う
ち
ゃ
ん
が
死
ん
だ
こ
と
と
か
、
母
子
家
庭

だ
っ
て
こ
と
と
か
、
か
あ
ち
ゃ
ん
の
仕
事
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
こ
と
と
か
…
…
」
か
ら
、
父
が
亡
く
な
り
母
が
仕
事
探
し
に
苦

労
し
た
こ
と
へ
の
同
情
の
意
味
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
対
し
、
陽
介
は
「
も
う
あ
き
あ
き

だ
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
に
最
も
近
い
の
は
ウ
で
す
。

問
二　

Ｂ
１
理
由
類
推

　
　

医
者
が
「
マ
イ
ナ
ス
だ
ね
え
」
と
言
い
な
が
ら
首
を
か
し
げ
て
い
る

し
ぐ
さ
か
ら
、
何
や
ら
医
者
は
こ
の
結
果
に
納な
っ

得と
く

が
い
っ
て
い
な
い
様

子
が
読
み
取
れ
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
そ
の
あ
と
の
医
者
の
「
絶
対
ち

が
う
と
は
言
え
な
い
ん
だ
よ
ね
。
検
査
を
す
る
時
期
が
早
す
ぎ
る
と
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
も
反
応
が
出
な
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
」
と
い
う
言
葉

か
ら
わ
か
り
ま
す
。
今
回
は
検
査
を
す
る
の
が
早
す
ぎ
た
か
ら
反
応
が

出
な
か
っ
た
だ
け
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
い
な
い
と
は
言

い
切
れ
な
い
と
医
者
は
思
っ
た
の
で
す
。

問
三　

Ａ
２
関
係
知
識

　
　
【
ⅰ
】
は
寒
々
し
い
感
じ
や
心
細
さ
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
思
い
が
不

快
に
広
が
っ
て
い
く
様
子
を
表
す「
ぞ
わ
ぞ
わ
と
」が
入
り
ま
す
。【
ⅱ
】

は
い
な
く
な
っ
た
陽
菜
を
見
つ
け
て
安
心
し
、
力
が
抜ぬ

け
た
様
子
を
表

す
「
へ
な
へ
な
と
」
が
入
り
ま
す
。【
ⅲ
】
は
気
持
ち
を
強
く
持
と
う

と
涙な
み
だ

を
ふ
く
様
子
を
表
す
「
ぐ
い
と
」
が
入
り
ま
す
。【
ⅳ
】
は
熱
が

さ
が
っ
て
き
た
陽
菜
が
陽
介
の
作
っ
た
お
か
ゆ
を
平
ら
げ
た
様
子
を
表

す
「
ぺ
ろ
っ
と
」
が
入
り
ま
す
。

問
四　

Ｂ
１
具
体
化
比
較

　
　

━
線
③
の
す
ぐ
後
の
「
陽
菜
が
起お

き
た
ら
き
っ
と
い
っ
し
ょ
に
行

く
と
言
い
張
る
。
熱
が
あ
る
か
ら
ダ
メ
だ
と
言
っ
て
も
、
行
く
行
く
と

言
い
続
け
る
に
決
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
陽
菜
の
気
持
ち
も
わ
か
る

か
ら
。
だ
か
ら
寝ね

て
い
る
あ
い
だ
に
」
か
ら
、
本
当
は
一い
っ

緒し
ょ

に
行
き
た

が
る
だ
ろ
う
陽
菜
を
置
い
て
い
く
こ
と
に
対
し
て
申も
う

し
訳わ
け

な
く
思
っ
て

い
る
陽
介
の
気
持
ち
が
読
み
取
れ
ま
す
。
ま
た
、

━
線
③
の
前
の
段だ
ん

落ら
く

の
「（
か
あ
ち
ゃ
ん
は
）
初
日
か
ら
早そ
う

退た
い

な
ん
て
で
き
な
い
も
ん
な
。

そ
れ
な
ら
、
心
配
を
か
け
る
だ
け
な
ら
、
知
ら
せ
な
い
ほ
う
が
い
い
」

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
は
、
母
の
立
場
を
考
え
て
連れ
ん

絡ら
く

を
し
て
帰
っ
て
き

て
も
ら
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
陽
菜
に
す
ま
な
い
と
思
っ
て
い
る
気
持
ち

が
読
み
取
れ
ま
す
。
よ
っ
て
正
解
は
エ
と
オ
で
す
。
ア
は
「
陽
菜
を
説

得
し
て
置
い
て
き
た
」、
イ
は
「
病
院
か
ら
薬
を
も
ら
っ
て
く
る
の
を

つ
い
忘わ
す

れ
て
し
ま
っ
て
い
た
」、ウ
は
「
逃
げ
出
し
た
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
」
が
誤
り
で
す
。

1
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問
五　

Ｂ
１
理
由
推
論
比
較

　
　

━
線
④
の
す
ぐ
後
の
「
～
こ
と
に
」
が
続
く
部
分
に
注
目
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
後
に
続
く
陽
介
の
思
い
を
考
え
ま
し
ょ
う
。「
陽
菜
が
無
事

だ
っ
た
こ
と
に
」
に
は
エ
、「
陽
菜
が
オ
レ
を
呼よ

ん
で
泣
い
て
い
た
こ

と
に
」
や
「
陽
菜
を
不
安
に
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
」
に
は
ア
と
ウ

が
ふ
さ
わ
し
い
で
し
ょ
う
。
よ
っ
て
答
え
は
イ
で
す
。

問
六　

Ｂ
１
具
体
化
推
論
比
較

　
　

泣
き
つ
か
れ
て
ね
む
っ
て
い
る
陽
菜
を
見
て
い
る
陽
介
の
気
持
ち
は

「
か
あ
ち
ゃ
ん
や
と
う
ち
ゃ
ん
の
か
わ
り
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
け
ど
、

か
わ
り
な
ん
て
で
き
な
い
ん
だ
。オ
レ
が
が
ん
ば
れ
ば
が
ん
ば
っ
た
分
、

陽
菜
に
さ
み
し
い
思
い
を
さ
せ
る
」
か
ら

━
線
⑤
ま
で
を
よ
く
読
ん

で
理
解
し
ま
し
ょ
う
。
人
を
頼た
よ

り
に
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
が
強
く

な
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
の
に
、「
だ
け
ど
」
と
続
く
と
こ

ろ
か
ら
、
思
っ
た
よ
う
に
は
い
か
な
か
っ
た
と
い
う
陽
介
の
思
い
が
読

み
取
れ
ま
す
。
し
か
し
、陽
介
は

━
線
⑤
の
直
後
に「
陽
菜
、帰
る
よ
」

と
言
い
、
涙
を
ぬ
ぐ
っ
て
再
び
陽
菜
の
面め
ん

倒ど
う

を
一
人
で
見
よ
う
と
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
た
だ
自
分
一
人
で
は
だ
め
だ
っ
た
と
思
う
だ
け
で

は
な
く
、
そ
れ
で
も
が
ん
ば
ろ
う
と
す
る
陽
介
の
気
持
ち
を
最
も
よ
く

表
し
て
い
る
の
は
ア
で
す
。

問
七　

Ｂ
１
関
係
比
較

　
　

陽
菜
の
た
め
に
お
か
ゆ
を
作
ろ
う
と
す
る
陽
介
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工

程
で
考
え
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
問
題
で
す
。
Ａ
は
陽
菜
に
お
か

ゆ
な
ら
食
べ
ら
れ
る
と
言
わ
れ
た
陽
介
が
、
お
か
ゆ
を
作
っ
て
み
る
気

に
な
っ
た
場
面
な
の
で
④
で
す
。
Ｂ
は
実
際
に
お
か
ゆ
を
作
り
始
め
、

火
に
か
け
た
鍋な

べ

が
調
子
よ
く
音
を
立
て
始
め
た
場
面
な
の
で
①
が
入
り

ま
す
。
Ｃ
は
鍋
の
中
身
が
ふ
き
こ
ぼ
れ
て
ど
ろ
ど
ろ
に
な
っ
て
い
る

の
を
な
が
め
て
い
る
場
面
な
の
で
②
で
す
。
Ｄ
は
鍋
を
火
に
か
け
た

ま
ま
ね
む
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お
姉
さ
ん
に
し
か
ら
れ
、
弁
解
し
て

い
る
場
面
な
の
で
③
で
す
。

問
八　

Ｂ
１
推
論
比
較

　
　

━
線
⑥
の
直
前
で
お
姉
さ
ん
は「
わ
か
ん
な
い
こ
と
は
聞
き
な
よ
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
お
姉
さ
ん
は
火
事
を
出
し
そ
う
に
な
っ
た
陽
介
の

こ
と
を
本
気
で
し
か
っ
て
は
い
ま
す
が
、
陽
介
と
関
わ
り
合
い
に
な
る

こ
と
を
た
だ
め
い
わ
く
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
れ
ば
ち
ゃ
ん
と
聞
く
べ
き
だ
と
教
え
て
い
ま
す
。
そ
の
流
れ

の
中
で
述
べ
て
い
る

━
線
⑥
の
言
葉
は
、
大
人
で
も
子
ど
も
で
も
一

人
で
何
か
を
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
の
だ
か
ら
と
助
け
を
求
め
た

ほ
う
が
い
い
と
い
う
こ
と
を
陽
介
に
伝
え
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
正
解
は

エ
で
す
。

問
九　

Ｂ
１
理
由
比
較

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
選せ
ん

択た
く

肢し

と
、
陽
介
の
お
か
ゆ
作
り
の
場
面
、
さ
ら
に
お

姉
さ
ん
の
教
え
た
作
り
方
を
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
読
み
ま
し
ょ
う
。

ア
は
お
姉
さ
ん
に
教
わ
っ
た
時
も
炊す
い

飯は
ん

器き

か
ら
鍋
に
ご
は
ん
を
い
れ
て

い
る
の
で
違ち
が

い
ま
す
。
イ
は
お
姉
さ
ん
も
「
フ
タ
は
ふ
き
そ
う
に
な
っ

た
ら
ず
ら
し
て
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
違
い
ま
す
。
エ
は
一
回
目
と
二

回
目
の
ど
ち
ら
と
も
水
を
後
か
ら
足
し
て
は
い
な
い
の
で
違
い
ま
す
。

登
場
人
物
の
言
動
や
行
動
か
ら
、
こ
と
ば
の

本
質
を
正
確
に
読
み
取
ろ
う
。

国語─解答と解説



正
解
は
ウ
で
す
。

問
十　

Ｂ
１
類
推

　
　

陽
介
が
無
事
に
お
か
ゆ
を
作
り
終
え
、
陽
菜
も
少
し
熱
が
さ
が
っ
て

お
か
ゆ
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
母
が
無
事
に
帰
っ
て
き
て
二

人
の
が
ん
ば
り
に
驚
い
て
い
る
場
面
を
、
一
番
喜
ん
で
い
っ
し
ょ
に

笑
っ
て
く
れ
る
の
は
だ
れ
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
お
姉
さ

ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
喜
ん
で
く
れ
そ
う
で
す
が
、
今
は
も
う
写
真
の

中
の
存
在
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
陽
介
た
ち
の
父
で
あ

る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

�　

金き
ん

田だ

一い
ち

秀ひ
で

穂ほ

「
15
歳さ
い

の
日
本
語
上
達
法
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。
今
か

ら
五
万
年
前
に
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が
世
界
中
で
増
え
だ
し
た
こ
ろ
の
話

や
サ
ル
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
話
、
字じ

幕ま
く

付
き
の
映
画
の
話
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
具
体
例
の
中
に
あ
る
筆
者
の
主
張
に
注
意
し
な
が
ら
読
み
ま

し
ょ
う
。

問
一　

Ａ
２
知
識

　
　

筆
者
は
英
語
の
授
業
が
そ
れ
ほ
ど
好
き
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
に
住

む
よ
う
に
な
っ
て
も
「
残
念
な
が
ら
英
会
話
は
あ
ま
り
上
達
し
ま
せ
ん

で
し
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
で
も
、
英
語
が
得
意
で
は
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
筆
者
が
「
好
き
な
英
語
の
歌
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
」
と
言
い

ま
す
。
英
語
は
得
意
で
は
な
い
が
英
語
の
歌
は
好
き
で
あ
る
と
い
う
文

の
流
れ
で
あ
る
た
め
、
逆
接
の
「
と
こ
ろ
が
」
が
当
て
は
ま
り
ま
す
。

問
二　

Ａ
２
知
識

　
　

ア
の
「
守し
ゅ

株し
ゅ

」
は
、
い
つ
ま
で
も
古
い
習
慣
を
守
る
ば
か
り
で
進
歩

が
な
い
と
い
う
意
味
で
す
。
イ
の
「
蛇だ

足そ
く

」
は
、
な
く
て
も
よ
い
と
い

う
意
味
で
す
。
ウ
の
「
矛む

盾じ
ゅ
ん

」
は
、
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
と
い
う
意

味
で
す
。
エ
の
「
助
長
」
は
、
好
ま
し
く
な
い
こ
と
に
力
を
そ
え
て
成

長
を
助
け
て
し
ま
う
と
い
う
意
味
で
す
。

問
三　

Ｂ
１
具
体
化
比
較

　
　
「
そ
の
謎な
ぞ

」
の
内
容
は
、
そ
の
前
の
「
ど
う
し
て
、
ぼ
く
た
ち
は
ま
っ

た
く
知
ら
な
い
言
葉
に
す
っ
と
入
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
？　

意
味
は
わ
か
ら
な
い
の
に
、
な
ぜ
気
持
ち
が
通
じ
た
よ
う
に
感
じ
て
し

ま
う
の
か
？
」
で
す
。
こ
れ
は
前
の
段だ
ん

落ら
く

か
ら
続
く
「
何
を
言
っ
て
い

る
の
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
英
語
、
と
い
う
よ
り
外
国
語
の
歌
」
の

こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
意
味
の
分
か
ら
な
い
外
国
の
歌
を

聞
い
て
い
て
気
持
ち
が
通
じ
た
よ
う
な
気
に
な
る
の
は
な
ぜ
か
、
と
い

う
意
味
で
あ
り
、
最
も
そ
れ
に
近
い
の
は
イ
で
す
。

問
四　

Ｂ
１
具
体
化
類
推

　
　

━
線
③
の
一
つ
前
の
文
に
「
二
十
万
年
前
と
い
っ
て
も
、
彼か
れ

ら
の

体
つ
き
は
我
々
現
代
人
と
ま
っ
た
く
変
わ
り
ま
せ
ん
」
と
あ
り
、
現
代

人
と
変
わ
ら
な
い
の
は
二
十
万
年
前
の
「
彼
ら
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。「
彼
ら
」
と
は
前
の
段
落
の
「
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
」
で
す
。

注
意
し
た
い
の
は
、
現
代
人
も
含ふ
く

め
て
人
間
の
学
名
が
ホ
モ
・
サ
ピ
エ

ン
ス
な
の
だ
と
い
う
点
で
す
。「
彼
ら
」
と
は
あ
く
ま
で
約
二
十
万
年

前
の
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
こ
と
で
す
。

問
五　

Ｂ
１
具
体
化

　
　

━
線
④
で
は
、
今
ま
で
は
弱
い
存
在
だ
っ
た
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス

の
数
が
急
に
増
え
、
そ
の
生
活
す
る
場
所
も
世
界
各
地
へ
広
が
っ
て

2
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い
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
数
の
増
加
の
様
子
が
「
そ
れ

ま
で
の
長
い
年
月
…
…
」
の
段
落
に
あ
る
正
答
の
部
分
で
は
「
爆ば
く

発は
つ

的て
き

に
増
加
」、
生
活
場
所
の
広
が
り
は
「
世
界
中
に
散
ら
ば
っ
て
い
く
」

と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
六　

Ｂ
２
理
由
推
論

　
　

━
線
⑤
の
次
の
段
落
に
は
「
で
は
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
の
強
さ

と
は
何
な
の
か
？
」
と
あ
り
、
筆
者
は
そ
の
答
え
を
「
考
え
ら
れ
る
の

は
、
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
は
化
石
に
残
ら
な
い
よ
う
な
す
ご
い
武
器
を

持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
は
、そ
れ
は
何
か
と
い
っ
た
ら
、

お
そ
ら
く
『
言
葉
』
な
ん
で
す
よ
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
さ
ら

に
「
言
葉
」
が
武
器
に
な
っ
た
理
由
を
「
言
葉
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち

の
持
っ
て
い
た
知
識
を
、
子
ど
も
や
孫
に
伝
え
」
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
に
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
整
理
し
て
①
言
葉
を
手
に
入

れ
た
こ
と
で
②
自
分
た
ち
の
持
っ
て
い
た
知
識
を
子
ど
も
や
孫
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
、
と
い
う
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を

書
き
ま
し
ょ
う
。

　

※�

設
問
の
指
示
や
字
数
指
定
に
従
っ
て
い
な
い
も
の
は
不
正
解
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
誤ご

字じ

脱だ
つ

字じ

が
一
つ
の
場
合
は
減
点
１
点
、
二
つ
あ
る

場
合
は
減
点
２
点
、
そ
れ
以
上
は
不
正
解
と
し
ま
す
。
解
答
の
説
明

に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は
減
点
３
点
と
し
ま
す
。

問
七　

　

１　

Ｂ
１
置
換

　
　

言
葉
を
持
つ
前
の
人
間
が
ど
の
よ
う
に
気
持
ち
を
通
じ
合
わ
せ
て
い

た
の
か
を
考
え
る
上
で
、
筆
者
は

━
線
⑥
の
後
で
、
そ
の
こ
ろ
の
人

間
と
近
い
存
在
と
し
て
サ
ル
を
例
に
挙
げ
て
考
察
し
て
い
ま
す
。
サ
ル

の
例
の
中
で
、
筆
者
は
「
気
持
ち
を
通
じ
合
わ
せ
る
」
と
対
に
な
る
表

現
と
し
て
「
お
互た
が

い
の
意
思
の
疎そ

通つ
う

を
図は
か

っ
て
い
る
」
と
い
う
言
い
方

を
し
て
い
ま
す
。

　

２　

Ｂ
１
具
体
化

　
　

サ
ル
に
は
「
仲
間
に
危
険
を
知
ら
せ
る
警け
い

戒か
い

音お
ん

や
、
餌え
さ

を
見
つ
け
た

サ
ル
が
仲
間
を
呼
ぶ
た
め
に
発
す
る
声
」
が
あ
る
と
述
べ
た
う
え
で
、

か
つ
て
の
人
間
に
も
「
そ
れ
と
同
様
に
、
言
葉
を
持
つ
以
前
の
人
間
は

『
う
ぅ
っ
』
と
か
『
あ
ぁ
っ
』
と
か
鳴
き
声
の
よ
う
な
、
唸う
な

り
声
の
よ

う
な
も
の
を
発
し
て
、
相
手
と
意
思
を
通
じ
合
う
こ
と
が
で
き
て
い
た

ら
し
い
」
と
筆
者
は
考
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
字
数
に
気
を
付
け
て

ぬ
き
出
し
ま
し
ょ
う
。

問
八　

Ｂ
１
置
換
具
体
化

　
　

外
国
映
画
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る

━
線
⑦
の
段
落
で
は

「
吹ふ

き
替か

え
の
声
と
は
ま
っ
た
く
違
う
何
か
」
が
何
で
あ
る
の
か
は
明

確
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
の
俳は
い

優ゆ
う

の
声
か
ら
は
吹
き
替
え
に

は
な
い
何
か
が
伝
わ
っ
て
く
る
と
い
う
話
題
と
対
応
し
て
い
る
次
の
段

落
で
は
、
プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
歌
に
は
、
素し
ろ

人う
と

の
歌
に
は
な
い

「
何
か
を
伝
え
る
力
」
が
圧あ
っ

倒と
う

的て
き

に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。
俳
優
の
声
が
持
つ
も
の
も
、
こ
の
「
何
か
を
伝
え
る
力
」
だ
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
次
の
段
落
で
は
筆
者
の
外
国
で
の

経
験
か
ら
、
言
葉
の
違
い
を
超
え
て
「
相
手
の
感
情
」
が
伝
わ
る
こ
と

が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
考

え
て
、
た
と
え
外
国
語
で
も
俳
優
本
人
の
声
を
聞
き
な
が
ら
映
画
を
見

る
の
は
、
そ
の
演
じ
て
い
る
人
物
の
感
情
が
伝
わ
っ
て
く
る
た
め
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
よ
っ
て
正
解
は
ア
で
す
。
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問
九　

Ｂ
１
置
換

　
　

━
線
⑧
の
前
の
部
分
に
「
ぼ
く
た
ち
が
使
っ
て
い
る
記
号
言
語
と

い
う
の
は
、
そ
れ
以
前
の
言
葉
に
な
ら
な
い
唸
り
声
の
よ
う
な
も
の
、

言
い
か
え
れ
ば
、
ア
ナ
ロ
グ
な
言
語
の
上
に
乗
っ
か
っ
た
デ
ジ
タ
ル
な

言
語
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
ア
ナ

ロ
グ
な
言
語
と
は
「
言
葉
に
な
ら
な
い
唸
り
声
の
よ
う
な
も
の
」、
デ

ジ
タ
ル
な
言
語
と
は
「
ぼ
く
た
ち
が
使
っ
て
い
る
記
号
言
語
」
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
最
も
近
い
の
は
オ
と
ウ
で

す
。
記
号
言
語
に
つ
い
て
は
、「
と
な
る
と
、
考
え
ら
れ
る
の
は
…
」

の
段
落
で
「
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
は
化
石
に
残
ら
な
い
よ
う
な
す
ご
い

武
器
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。で
は
、そ
れ
は
何
か
と
い
っ

た
ら
、お
そ
ら
く
『
言
葉
』
な
ん
で
す
よ
。
今
か
ら
五
万
年
前
に
ホ
モ
・

サ
ピ
エ
ン
ス
は
、
よ
り
発
達
し
た
言
葉
、
難む
ず
か

し
い
言
葉
を
使
う
と
『
記

号
言
語
』
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
」
と
説
明
さ
れ
て
い

ま
す
。

問
十　

Ｂ
１
具
体
化
比
較

　
　

━
線
⑨
の
前
の
段
落
の
「
そ
し
て
、
こ
こ
が
い
ち
ば
ん
肝か
ん

心じ
ん

な
の

で
す
が
…
」
以
降
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。
筆
者
は
「
今
、
地
球
上
に
存

在
し
て
い
る
人
間
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
だ
ろ
う
が
、
ア
メ
リ
カ
人
だ
ろ

う
が
、
ア
ジ
ア
人
だ
ろ
う
が
、
誰
も
が
十
五
万
年
間
も
ア
フ
リ
カ
で
暮く

ら
し
て
い
た
人
た
ち
の
子
孫
だ
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
」
と
述
べ
、
そ

れ
を
ふ
ま
え
て
「
ぼ
く
ら
は
国こ
く

籍せ
き

や
人
種
が
違
っ
て
い
て
も
、
同
じ
人

間
同
士
と
し
て
ア
ナ
ロ
グ
な
言
語
で
ち
ゃ
ん
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

す
」
と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
今
の
言
葉
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
ア
ナ
ロ

グ
な
言
葉
で
気
持
ち
を
伝
え
あ
っ
て
き
た
者
同
士
の
子
孫
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
筆
者
は
「
僕
ら
人
類
は
も
っ
と
お
互
い
を
理
解

し
合
え
る
は
ず
」
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
考
え
に
最
も
近
い

の
は
エ
で
す
。

国語─解答と解説


	3回小5算数解説kk-web
	3回小5理科解説kk-web
	3回小5社会解説kk-web
	3回小5国語解説kk-web

